
GISアプリケーションスキーマの対話的作成支援ツール
西山 慧† 久保田 光一‡

中央大学大学院 理工学研究科 情報工学専攻†‡

要約: 地理情報に関連する基礎学問は GIST[1] という形で体系化
されている．そこでは，ISO地理情報標準に基づく教育ツールの開
発が求められており，現在，GIST の体系化を行ったグループ内で
GITToK[2][3] という名称のツールがアドビ AIR上で設計・開発さ
れている．これは標準に準拠しながら GISTの基礎概念を容易に習
得するため，地理空間のモデリング，データ取得，データ解析，デー
タ管理，地図描画，データ交換などの機能を持つ. 本研究では，その
中のモデリング機能に焦点を絞り，UML クラス図を対話的に操作
することによりアプリケーションスキーマの生成を可能にすること
で，当該機能を強化したモジュールの設計開発を行った．
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1 背景

地理情報システムが扱う地理情報データは再利用の価値が
あるものが多い．その作成したシステムやデータの再利用や
共有のためには，システムやデータを利用するすべての人々
が構造的に理解できる共通基盤となる規則が必要となる．こ
の共通基盤として，地理情報標準と呼ばれる国際的な規則が
存在する．
しかし，この地理情報標準に則ってシステムの開発や地理

情報データを作成するには，地理情報標準についての複雑な
仕様を学習する必要があり，初学者が作成するには敷居が高
いことなどの問題が挙げられる．
この問題を解決すべく，地理情報システムの基礎学問であ

る地理情報科学技術 (GIST) の基礎を容易に理解が可能な教
育用ツールが開発されている. このツールは GITToKと呼ば
れ，GISTに則った形でのデータ構造の作成, データの管理な
どが可能である.

2 目的

本研究の目的は, ISO 地理情報標準に基づいた教育用ツー
ルとして開発されている GITToK の機能の一つであるモデ
リング機能を，ひとつのモジュールとして独立させるための
再設計を行う．このモジュールを用いることにより，対話的
にアプリケーションスキーマを表す UML図を参照しながら
モデル構築することが可能となる．これを実現させるために，
コマンドラインから UML 図を生成・編集するための枠組み
（フレームワーク）を提案する．さらにモジュールと開発に利
用した枠組みの有用性を検証を行う．

3 用語説明

3.1 アプリケーションスキーマ
アプリケーションスキーマ (応用スキーマ) とは，一つ以
上の応用システムによって要求されるデータのための概念ス
キーマである [5]．アプリケーションスキーマは地理情報シ
ステムなど特定の応用システム分野におけるデータ内容と構
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造のモデルを共有し，正しい理解が得られることを目的とし
ている．その基盤として次に述べる “地物” があり，地物を
用いて地球上の位置と直接的・間接的に関係するデータが処
理される．また，アプリケーションスキーマは地物をクラス
とした UMLクラス図を用いて表すことが出来る．

3.2 地物
地物とは実世界の現象を抽象化したモデルである．地物が
持つパラメータとして名前と定義，地物固有のプロパティが
あり，このパラメータを実世界の現象に合致するよう定義を
行うことによってアプリケーションスキーマで利用すること
が可能な地物となる．

4 教育用ツール GITToK

GITToK (Geospatial Information Technology TOol Kit)

は，ISO地理情報標準の基礎を学習するための教育用ツール
として，これから地理情報分野の知識を学ぼうとする大学の
学生や，社会人などの初学者を対象として開発されたツール
である．太田守重 (国際航業株式会社) によって開発されて
いる [2, 3]．このツールはアドビ Airを利用し開発されてお
り，アドビ Airが導入されているマシンであれば動作可能で
ある．
GITToKの機能は，GISTの知識領域 [1]に則って 6つの
機能に分類される [2]．

1. 地理空間モデリング (Modeling)

実世界に存在する現象を地物と捉え抽象化し，応用ス
キーマを利用して地物を表現する

2. データ取得 (Acquisition)

Modeling において定義した地物に沿って実世界に存在
する建物などのデータを入力し地物を具体化する

3. データ管理 (Management)

取得した空間データを体系的に保存，検索を行う
4. 空間解析 (Analysis)

地物に与えられた操作を実行し，その結果を取得する
5. データ交換 (Exchange)

異なるシステム間で空間データを交換する
6. 情報表現 (Represantation)

目的に応じて地図などに空間データを描画する処理など
を行う

本研究では，他の機能と比べて GISTの骨格となる機能で
あるModelingに焦点を絞り開発を行った．

5 gittok-cui

5.1 概要
gittok-cui は GITToK の機能をオペレーティングシス
テムに依存しないコマンドラインから実行可能な Command

Line Interface(CLI)モジュールである．開発言語は Javaで
あり，コマンドラインから UML図を生成・編集するための
枠組みを利用して開発した．また，先行研究 [4] で利用され
ているクラスを参照し gittok-cuiの開発を行った．
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5.2 コマンド
gittok-cuiでアプケーションスキーマを作成する際に利
用されるコマンドについて述べる．コマンドの構文を以下に
示す．

$ gittok command command-args

5.3 initコマンド
init コマンドは任意のディレクトリをアプリケーション
スキーマを示すファイル群を格納するディレクトリ (以下，
アプリケーションスキーマディレクトリ) として初期化を行
う．gittok-cuiを利用するにあたって最初に実行しなけれ
ばならないコマンドである．
このコマンドを実行したディレクトリを gittok-cuiはア
プリケーションスキーマディレクトリとして認識し，動作に
必要なファイルとディレクトリを生成する．
生成されるディレクトリの例として，任意のディレクトリ
がアプリケーションスキーマディレクトリとして認識される
ために利用される “.gittok” ディレクトリ，Modeling 機能
に必要なファイルが格納された “model” ディレクトリ，情
報表現で利用される画像ファイルや動画ファイルを格納する
“resource”ディレクトリなどが挙げられる．
initコマンドの構文を以下に示す．

$ gittok init

5.4 featureコマンド
featureコマンドはModelingに必要な地物型を定義，編
集，削除を行うためのコマンドである．
このコマンドにはサブコマンドが定義されており，このサ
ブコマンドを利用して，gittok-core は地物型を定義する
か，編集するかの判断を行う．サブコマンドには地物型を生
成するための create，削除するための delete，編集するた
めの edit，定義されている地物型をリスト表示する list，
地物型の詳細を表示する infoの全 5種類が定義されている．
定義された地物型はアプリケーションスキーマディレクト
リの model/feature ディレクトリに生成される．保存形式
は XML 文書で，構文規則は GITToK で用いられているも
のと同じ規則である．
featureコマンドの構文を以下に示す．

$ gittok feature sub-command args

5.5 associationコマンド
associationコマンドは featureコマンドで定義した地
物型を関連させる関連型の定義，編集，削除を行うためのコ
マンドである．
feature コマンド同様，この association コマンドに
もサブコマンドが存在する．サブコマンドの詳細，構文は
featureコマンドと同様であるため説明を省略する．
定義された関連型はアプリケーションスキーマディレクト
リの model/association ディレクトリに生成される．保存
形式は地物型同様に XML文書である．

5.6 動作例
gittok-cuiの動作例を以下に示す．動作内容はまずアプ
リケーションスキーマディレクトリを初期化し，地物型とし
て feature1，feature2を定義，最後に関連型として先の定義
した地物型を関連要素とする f1tof2を定義する．
以下の例で$で始まる行はコマンド実行，斜体で記述され
る行は gittok-cuiの実行結果を示す標準出力とする．

$ mkdir apsdir && cd apsdir

$ gittok init

Application Schema direcotory created at :

/path/to/apsdir

$ gittok feature create feature1

$ gittok feature create feature2

$ gittok association create f1tof2

from feature1 to feature2

$ gittok association list

<output association list ...>

このようにアプリケーションスキーマを UML クラス図，
地物型をクラス図のクラス，関連型をクラスを繋ぐ線形とす
ると，gittok-cuiを利用することによって容易にそれらを
構築することが出来る．

6 他のアプリケーションとの連携

gittok-cuiはアプリケーションスキーマディレクトリに
対してファイル操作を行うが，その結果を構造化されたデー
タをシリアライズするために利用される yaml[6] 形式とし
て，他のアプリケーションから取得することができる．

7 結論

今後 GITToKを用いたアプリケーションを開発する際に，
GITToK の主要機能の実装を gittok-cui に委譲すること
により，開発コストを抑え，処理のロジックが統一されたア
プリケーションを開発することが可能となった．
つまりこのモジュールを利用することにより，アドビ Air

上で動作する GITToK に限らず，様々なアプリケーション
への応用が可能となり，GITToKに準拠したアプリケーショ
ンの開発が容易となることで，GIST教育の発展につながる
と考えられる．
また，UML 図を生成・編集するための枠組みを利用して

gittok-cui を開発することにより，枠組みの有効な利用例
を示すことが出来た．

8 今後の課題

地理空間モデリングを gittok-cuiを用いることにより操
作することが可能となったが，その他の GITToK に必要な
要素を操作するためのコマンド体系と，それらの実装が必要
である．
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